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例 言

1.本書は石川県小松市内において小松市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査(現地調査 ・出土品整理 ・報告書刊行)は、文化庁補助金を受けて実施した。

3.対象となった埋蔵文化財、及び調査地・調査原因 ・調査面積 ・調査期間(現地調査)・調査担

当者は次のとおりである。

{戸津シンブザワ遺跡]

〔調査地〕石川県小松市戸津町 ・林町地内

〔調査原因〕記録保存(遺跡の崩壊 ・流出が懸念されたため)

〔調査面積)400rrf 

〔調査期間〕平成11年10月19日~平成12年3月23日

〔調査担当者〕橋本正博

[埴国後山明神4号墳]

〔調査地〕石川県小松市埴田町地内

〔調査原因〕畑耕作中の主体部発見

{調査面積)20rrf 

〔調査期間〕平成12年8月 1日.........8月11日

〔調査担当者〕樫田 誠 ・橋本正博

[薬師遺跡]

〔調査地〕石川県小松市矢崎町地内

〔調査原因〕底舗建設

〔調査面積)350 rrf 

〔調査期間}平成18年4月24日.........6月8日

{調査担当者〕坂下義視

4. 出土品整理は、戸津シンブザワ遺跡 ・埴田後山明神4号墳を岩本信ーが、薬師遺跡を坂下が担

当し、臨時作業員を雇用して平成18・19年度に実施した。

5.本書の執筆 ・編集は岩本 ・坂下が行った。なお第 I章第2節の 1.南部丘陵の遺跡及び2.東

部丘陵の遺跡については、 『林タカヤマ窯跡~ (小松市教委1999)、『後山無常堂古墳 ・後山明神3

号墳~ (小松市教委1989)中の「遺跡の位置と環境Jから抜粋 ・一部改変し、再録したものである。

6.発掘調査に係る図面 ・写真 ・出土品等の資料は、小松市教育委員会で、保管している。

7.本書についての凡例は以下のとおりである。

( 1 )本書に示す方位は座標北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標VII系に準拠した。

( 2 )本書に示す水平基準は海抜高であり、 T.P. (東京湾平均海面)による。

(3 )遺物番号は各章(各遺跡)ごとに、本文 ・遺物観察表 ・挿図 ・写真図版とで一致する。

(4 )土層及び遺物の色調は、『新版 標準土色帖~ (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 ・

財団法人日本色彩研究所色票監修)に基づき表示した。



目次

第 I主主 位置と環境 ・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・(叛下 ・岩本)・・1
第 l節地理的環境

第 2節歴史的環境

第 E主主 戸津シンブザワ遺跡発掘調査 ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・・・・・・・・(岩本)・ ・7

第 1節 調査の概要・・・・・・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ 7 

第 2節 調査の成果・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 11
第 3節 小結 ・・・・・・・・・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・ 15

第皿主主 埴田後山明神4号墳発掘調査 ・・・・ ・・・ ・・ ・・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 17

第 l節 調査の概要・・・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・17
第 2節 調査の成果・・・・・・ ・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19 

第 3節 小結 ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 26

第W章 薬師遺跡発掘調査 ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・・・ ・・ (坂下)・・ 29
第 l節 調査の概要 ・・・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・・・・ ・・・・・・ ・・.. . . . . . . . . 29 

第 2節 遺構 ・・・・・・・・・ ・・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ 33
第 3節 遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・ 38
第 4節 小結 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・41

写真図版 1 .......14 

報告書抄録

挿図目次

第i図 小松市の位置・・・・・・・

第2悶 小松市の地形と遺跡の位置(シ1/12.000)・・・・・・ 2

第3図 戸津シンブザワ遺跡と周辺の遺跡(S=1/25，000)・・・ 2

第4図埴田後山古境群と周辺の遺跡{シ1/25.000)・・・・・4

第5図 薬師遺跡と周辺の遺跡(シ1/25.000) ・・・・・・・・ 5

第6図 戸津シンプザワ遺跡調査区位置図(シ1/5，000)・・7 

第7図 戸津シンブザワ遺跡調査区区害IJ図(S=1/500)・・・ 8

第8図戸津シンブザワ遺跡鏑査区地形測量悶(シ1/200) 9 

第9図戸津シンブザワ遺跡調査区平面図(S=1/100)・・・10

第10図戸津シンプザワ遺跡 l号製鉄炉土層断蘭図(シ1/40)11 

第11図戸津シンブザワ遺跡排浮場土層断商関{シ1180). . 11 

第12図戸津シンプザワ遺跡出土遺物実測図1(S=1/3)・・ 13

第13図 戸津シンブザワ遺跡出土遺物実測図2(S=1/3)・・ 14

第14図嶋田後山明神4号墳位置図(手1/3.500)・・・・・17 

第15関崎問後山明神4号境調査区平面図(S=1/80)・・・・18

第16図崎白後山明神4号噴主体部実誤IJ図(S=1/20)・・・ 20

第17図権問後山明神4号墳 主体部遺物出土状況図(S=1I4)20 

第18図経団後山明神4号墳 主体部調査区出土日玉実誤IJ図

(シ1/1)・・ ・・21 

表

第l表 戸津シンプザワ遺跡と周辺の遺跡一覧・ ・....3 

第2表 埴国後山古境群と周辺の遺跡一覧・ ・・・・・・・・4

第3表 薬師遺跡と周辺の遺跡一覧 ・・・・・・・・・・・・ 5

第4表 戸津シンプザワ遺跡グリ ッド別遺物出土状況 12 

第5i受 戸津シンプザワ遺跡製鉄関連遺物観察表 ・・・・16

第6表 戸津シンブザワ遺跡 土器観察表・・・・・・・・ 16

第7表組問後山明神4号袋白玉の直径と長さの分布 21 

目

第19図 増間後山明神4持母主 主体部調査区出土遺物実測図

(ヂ1/6.1/3)・・ 23 

第20図油田後山明神4号t1iトレンチ調査区実測図(S戸1/40)25 
第21図埴田後山明紳4号墳

トレンチ調査区出土遺物5建設l図(シ1/3)・・・26
第22図担問後山明神4号境周溝復元図($=1/150). .・・27

第23図薬師遺跡調査区位置図1(S=1/5，00ω. . . . .. 29 

第24図薬師遺跡調査区位置図2(5=1/1，00ω ...... 30 

第25図 薬師遺跡土層断面図・ ・・・・・・・ ・・・・・・ ・30

第26図 薬師遺跡平面図 ・・・・・・・ ・・・・・・・ ・31・32

第27図 薬師遺跡遺構実測図i・・・・・ ・・・ ・・・・・・34
第28図 薬師遺跡遺構実測図2・・・・ ・・・・ ・・・・・・ 35

第29図 薬師遺跡遺構実測図3・・・・・・・・・・・・・・ 36

第30図 薬師遺跡遺精5震源IJ図4・・・・・・・・・・・・・・ 37

第31図 薬師遺跡遺物実被IJ図1・・・・・・・・・・・・ ・・39

第32図 薬師遺跡遺物実演IJ図2・・ ・・・・・・・・・・・・ 40

第33図薬師遺跡周辺の地形と遺構の分布(S戸1/4.00ω .. 42 

次

第8表植田後山明神4号tJt 鉄刀計測表・ ・・・ ・・・・28

第9表地図後山明神4号tJt鉄鉱計調IJ表・ .. . . . . . 28 

第10表構間後山明神4号墳鉄斧計波|陸・・ -・ .. . . 28 

第11表構図後山明紳4号墳臼玉計iJ!IJ表 -一.....28 

第12表構図後山明神4号墳 土器観察表 ・・・・・・・・ 28

第13表 薬師遺跡遺物観察表1・・・・・・・・・・・・・43

第14表 薬師遺跡造物観察表2・・・・・・・・・・・・・44



第 I章位置と環境

第 1節地理的環境

小松市は石川|県南部に位置する市域面積371.13km2、人口11万人

弱の都市である。市域は北西部で日本海に面し、西は加賀市、北

は能美市、東は白山市、南は市域の最高峰である大日山(標高1，3

68m)を境に福井県勝山市と接する。南北に長い市域は、大部分

が山岳地とそれに続く丘陵地であり、北西部の狭小な平野部に市

街地と農地が集中している。

市街地が広がる平野部は、北部の梯川及びその沖積平野と、南

部の月津台地と加賀三湖及びその潟埋積平野とに大きく 二分でき

る。梯川は県下では手取川に次ぐ規模をもっ一級河川|で、白山山

系大日連峰の鈴ヶ岳(標高1， 174m) を水源とし、郷谷)11・浮上川

などと合流し軽海町付近で平野部に出、 これより西方に向い迂回

曲流して鍋谷川 ・八丁川と合流したのち小松市街北部をかすめ、

木場潟より発する前川と合流して日本海に注いでいる。古来より

幾度となく氾濫を起こしてきた河川ではあるが、稲作に適した立 第1図小松市の位置

地から、流域には現在も水稲単作を中心とする農業地帯が広がっている。また、梯川は流れが遅緩

なため水系の集落問や日本海とを結ぶ水運路としても利用されてきた。

月津台地は、江沼丘陵から北にせり出す標高10"""" 20mの中位海成段丘であり、台地の周囲には加

賀三湖と総称される今江潟、木場潟、柴山潟と、その潟埋積平野が広がる。加賀三湖はかつては日

本海の入江であったが、浜提列で海と隔てられ潟湖となったものである。柴山潟、木場潟はそれぞ

れ今江潟へ連なり、今江潟は梯)11を経て日本海と結ぼれていた。しかし、昭和27年に開始された三

湖国営干拓事業により、今江潟の全域、柴山潟の約2/3が失われ、かつての水郷風景も幻の景観

となってしまった。

第2節歴史的環境

1.南部丘陵の遺跡

南部丘陵上には、須恵器 ・埴輪 ・土師器 ・資器系窯跡を総称した、南加賀古窯跡群という県内最

大規模を持つ窯跡群が存在している。その分布域は、小松市林町 ・戸津町から加賀市松山町までの

間で、その数は、須恵器窯跡約195基、土師器窯跡約60基、査器系中世陶器窯跡(加賀古窯 ・加賀

焼)39基を数える。須恵器生産は、6世紀初頭から10世紀中頃まで営まれ、その問、 6世紀には埴

輪併焼、 10世紀には瓦併焼、 8........10世紀には土師器併焼及び土師器焼成坑も多く営まれる。

中世加賀古窯の生産は、須恵器生産が停止してから約200年の聞をおいた12世紀の後葉に、常滑

系の査器系陶器として開始される。13世紀後半から14世紀中頃にかけて生産のピークを迎え大費等

を量産している。その後、 14世紀末か遅くとも15世紀初めには生産を停止する。その分布は、須恵

器窯より奥まった谷で認められ、須恵器窯がほとんど存在しない那谷川 ・馬場川より南東の丘陵に

も多数存在する。

この南加賀古窯跡群の分布地域は、古代の製鉄跡が存在している区域でもある。現在までに約40

カ所が確認されている。製鉄跡は、 この地域から北東へ木場町、 三谷町、蓮代寺町にかけての低丘

陵上に広がって分布していて、 7世紀初頭から12世紀後葉頃までのものが確認されている。
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第2図 小松市の地形と遺跡の位置 CS=lハ2.000)

第3図 戸津シンブザワ遺跡と周辺の遺跡 CS=1/25.000)

内，
b



No。 遺跡名称 Z重見IJ 時代
p;章シン).ザワ遺跡 耳n捧・製鉄飾 平安
矢田野神社前遺跡 散布地 平安

2 中村省境 省演 首相E
3 林八幡神社経塚 経塚 (消滅) 鎌倉

4 井口遺跡 散布地 奈良 ・平安

5 矢田野長尾山遺跡 軍事跡・製鉄監事 平安・鎌倉

6 矢田野向山古来跡 軍軍E事 奈良

7 ーツ裂脇釜遺跡 黛跡・製鉄 奈良

8 ニツ梨釜谷古黛跡務 JU事 奈良 ・平安

9 ーツ梨東山富R跡群 窯跡 古墳・奈良

10 ツ裂事賀川|遺跡 窯跡 ・製鉄跡 奈良

11 ツ梨ザンマイゲニ山富窯跡群 買u轟 平安

12 ーツ梨峠山省軍事跡群 黛量事 古演・奈良

13 ツ梨丸山首黛跡群 窯跡 古績

14 ツ裂殿機池古窯跡 事u事 古検・平安

15 ーツ梨si.岡山吉窯跡 書u轟 吉司E
16 ーツ梨旦岡向山首軍事監事務 軍u轟 吉積~平安

17 ツ童話ゲミ/キ-1¥'う省黛跡君事 百u事 奈良~平安

18 ツ梨 貧山首窯筋書草 軍属幼・製鉄跡 奈良・平安

19 林超勝寺跡 寺院跡 中世

20 林遺跡 窯跡・製鉄跡 吉噴~平安

21 p湾省察跡群 首u轟 古墳~中世

22 戸津六~ヶ丘吉黛跡君事 窯跡 吉司l'奈良
23 戸港材仁遺跡 窯跡・製鉄 奈良

24 p~章?~ゲニ遺跡 製鉄跡 平安~室町
25 p;章2号事E 耳n~ 平安

26 戸i章ショウカ.9:遺跡 耳E跡 ・製鉄跡 平安
27 pi.'-2号製鉄跡 製鉄跡

28 p津八幡縛従前遺跡 散布地 奈良~中世
29 F';章本ii寺跡 寺院跡 室町

30 
湯よ11カミゲニ古来量事務

覇軍跡・製鉄跡 鎌倉
(湯上谷古車署員事}

31 
上荒屋ヰf:.-i!i軍事跡事草

耳u事 奈良
(上荒屋遺跡)

32 よ荒屋ザンマイゲニ遺跡 事事跡 ・製鉄E串 平安

No. 遺跡名称 種別 時代

33 よ荒屋グャモンゲニ遺跡 黛員事 ・製鉄跡 古墳 ・平安

34 上荒屋川ゲニ遺跡 軍事跡 ・製鉄跡 平安 ・鎌倉

35 よ荒屋tγマヤ守遺跡 軍属跡 ・製鉄跡 鎌倉

36 小山田}，.j:'トキ.遺跡 製鉄跡

37 
小山田コγゲニ遺跡

製鉄跡
(小山田A遺跡)

38 井口Zンドウ遺跡 製鉄跡

39 
井口神社遺跡

製鉄跡
(井口神社"う跡)

40 西原ムカイヤマカナ~'J遺跡
製鉄跡

{西原製鉄跡)

41 西原フ例外遺跡 製鉄跡

42 枚目中世墓 {牧媛縁} 横11; 鎌倉~室町
43 牧ロキトラ遺跡 (牧口製鉄跡) 製鉄跡

44 白山田ド杓遺跡 製鉄跡

45 那谷小矢玉谷1-3号製鉄跡 製鉄跡

46 那谷小天王谷古来跡君事 耳E跡 鎌倉

47 那谷大天王谷吉窯跡群 宮尾諭 鎌倉

48 ツ製奥谷遺跡 製鉄筋

49 ツ梨奥谷古覇軍跡事草 窯E事 平安来期

50 
那谷紛争Yゲこ遺跡

書E跡・製鉄跡 鎌倉
(那谷1号窯)

51 ーツ製カセイr古黛監事務 耳u事
52 矢田野1-2号機穴 機穴墓

53 那谷1-3号機穴 機穴墓

54 那谷中山谷i重量事 製鉄車庫

55 那谷線ヶ谷遺跡 製鉄跡

56 上荒屋那谷口遺跡 製鉄跡

57 上荒屋功行. ~遺跡 製鉄跡

58 よ荒慶tゆン9こ遺跡 軍事跡 鎌倉

59 上荒屋約グョウ杓遺跡
軍軍跡・製鉄筋

平安・中世
寺院・繍墓

60 篤場ニ北村遺跡 軍事跡 ・製鉄飾 平安

61 馬犠9ニヤマ遺跡 製鉄筋

62 箱宮覇軍E事務 |軍事跡 奈良~中世

第 1表 戸津シンブザワ遺跡と周辺の遺跡一覧

2.東部丘陵の遺跡

縄文時代の遺跡には、滞上川右岸の河岸段正上に中期後半から始まる複合集落遺跡の中海遺跡

がある。また軽海西芳寺遺跡 (112)は、中期中葉から後葉にかけての集落遺跡である。その他、

確認されているものには、宮谷寺屋敷遺跡 (88)、南野台遺跡 (73)、遊泉寺潰跡 (124)、上八里

A遺跡、 河田向山下遺跡などがある。

弥生時代の遺跡は、 梯川中下流域左岸の沖積平野に見られる。中期は、「小松式土器Jの標識遺

跡である八 日市地方遺跡が下流に見られるが数は多くない。後期後半になると中流域で遺跡数が増

加しだしてくる。主なものでは漆町遺跡、白江梯川遺跡、吉竹遺跡、 佐々木ノテウラ遺跡 (108)、

佐々木アサパタケ遺跡 (110)などがある。これらの遺跡のほとんどは弥生時代から中 ・近世に至

る複合集落遺跡である。

上述の集落遺跡は、古墳時代前期には他地域の土器群の流入とともに飛躍的な発展を遂げている。

ほかにも、荒木田遺跡 (111)、亀山玉造遺跡 (115)、小野町遺跡 (67)、千代本村遺跡 (65)が存

在するようになる。同時期、梯)11をやや遡り、 流域の集落を見渡すことの出来る丘陵縁辺部には河

田山古墳群 (83)、それよ り150m南で、埴田後山古墳群と隣接する地に埴田山古墳群 (92)が所

在する。また、梯川と淳上)11の合流地点付近にはブッショウジヤマ古墳群 (129)、梯川をやや下

った南側丘陵裾には八幡古墳群 (109)が周知されている。さらに何回山古墳群と鍋谷川を挟んで

向側山裾には何回向山古墳群が存在し、7基が確認されている。河田山古墳群は、産業振興団地造

成工事に伴う発掘調査を昭和61・62年に渡り実施し、前中期の古墳及び切石積横穴式石室を主体部

にもつ終末期古墳の計62基を確認している。

この何回山古墳群に加え、後期群集墳の埴田後山古墳群が存在することで、 丘陵縁辺部での古墳

内
《
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第4図 埴国後山古墳群と周辺の遺跡 (S=1/25.000)
No. 遺跡名称 纏)jlj 時代 No. 遺跡名称 種別 時代

梅田後山富演癖 吉司置 省司E 98 穴湯横穴 機穴基

63 干代オオ村.遺跡 集落跡 吉績~中1!t 99 上八里織穴群 績穴墓

64 千代滅跡 機跡 室町 1∞ 上八皇C遺跡 散布地 奈良

65 干代本村遺跡 散布地 吉司量 101 上八里D遺跡 散布地

66 領地遺跡 散布地 縄文 102 霊JlIB遺跡 I!l!議富島
67 千代小野町遺跡 {小野町遺跡) 散布地 吉司匝 103 豊川D遺跡 散布地 縄文

68 省府しのまち遺跡 集落跡 古績~平安 104 星川E遺跡 寺院跡 平安

69 古府遺跡 集落跡 平安 105 星川F遺跡 寺院跡 平安

70 吉府7ドンド遺跡 経理軍 (消滅} 鎌倉 106 星川G遺跡 散布地 省代

71 首府綴穴 織穴墓 107 佐々木遺跡 .~事跡 平安

72 首府シマ遺跡 散布地 平安・中世 108 佐々木I'T何遺跡 集落跡 弥生~中盤

73 南野台遺跡 散布地 縄文・省嘆

74 +九堂山遺跡 寺院跡 平安 ・中世
109 八幡遺跡 ・八幡宮噴群 .~客員事 ・ 古墳

縄文~近世
八幡若杉窯 軍u事

75 十九堂山中世墓群 型量墓 中1!t 110 佐々木1ttll'，守遺跡 集落跡 弥生~中世

76 小野吉軍事跡 耳u事 近世 111 荒木田遺跡 ，民事事E事 吉積~中世

77 小野遺跡 散布地 平安

78 小野川.冷遺跡 散布地 平安・中世
112 事査潟西芳寺遺跡 集落跡

縄文

吉繍~中世主

79 谷内機穴 検穴墓(消滅〉 113 大谷口遺跡 散布地 弥生

80 河田B遺跡 散布地 奈良 114 経海遺跡 散布地 弥生~近世

81 河田C遺跡 散布地 115 亀山玉造遺跡 集落跡 古繍

82 河田検穴 繊穴 116 西芳寺遺跡 寺院跡 平安・中t陸

83 河田山遺跡・河田山首繍君事 .~事跡・省繍
!日石器

弥生・古演

117 事量海中世11事手 繍墓 中1!t

118 軽海.寺 寺院跡 平安

84 績回ミ竹J遺跡 散布地 119 当直因遺跡 散布地 奈良・平安

85 前図柄l常公灰塚 型車 近世 120 纏因縁 塚 中世

86 纏回の虫縁 史跡指定地 近世 121 遊泉寺 ・0本・'A遺跡 散布t也 平安~中世

87 纏図ミヤンわ遺跡 散布地 122 進泉寺 ・休"B遺跡 散布地 平安~中世

88 富谷寺屋敷遺跡 散布地 縄文・室町 123 隆明寺跡 寺院跡 平安初期

89 埴図フ品約遺跡 散布地 志望匝 124 道泉寺遺跡 散布地 縄文

90 埴回ウうム街宣跡 散布地 平安・ 中1!t 125 宮の奥1-3号経塚 経E軍 平安~鎌倉

91 御箸tI所吉繍 省績 (削平?) 宮司置 126 漏泉寺跡 寺院跡 平安初期

92 荷車田山吉積書草 o繍 吉積 127 仏隼寺t軍 経塚 (消滅) 中1!t

93 河田山富耳署員事 軍u事 128 仏生寺跡 寺院跡 (消滅) 中1!t

94 よ八里1号黛 事罷E轟 129 プヲショウγ村吉均質事草 古有責 古墳

95 下八里A横穴群 地下式坑 中世 130 長寛寺中世墓跡 積書E 室町

96 下八里B機穴欝 機穴墓 中1!t 131 中海B遺跡 集落語事 長寛寺跡7 首唱町~中世

97 下八里C繊穴 機穴墓 中世 132 中海C遺跡 散布地 平安~中世

第2表 埴閏後山首墳群と周辺の遺跡一覧
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の築造が古墳時代各期にわたりほぼ継起的になされていると見なすことが出来る。にも関わらず、

6世紀代(古墳時代後期)に入ると流域の各遺跡からは遺物、 遺構とも急激な減少を見せる。この

状況は、7・8世紀にも大きな変化はなく、現在のと ころ漆町遺跡の一部と佐々木ノテウラ遺跡、

中海遺跡、 自江梯川遺跡、古府遺跡 (69)から遺物等がごく僅かに確認されるにとどまる。

奈良時代には、埴田遺跡 (119)、上八里B遺跡などが新たに出現するが、 遺跡の数 ・規模は減

少 ・縮小したままであり 、周辺が再び活況を取りもどすのは平安時代も中頃になってからである。

平安時代には、 埴田ウラムキ遺跡 (90)、遊泉寺クボタA'B遺跡 (121・122)が確認でき、先述

の中流域複合集落跡においても掘立柱建物をはじめ、 遺構や遺物が急増してくる。また、西側の古

府台地上では十九堂山遺跡 (74)から布目瓦が、古府遺跡から10世紀中葉の軒平瓦がそれぞれ出土

しており、当地が加賀国府の所在地として有力視されているが、周辺一帯における調査面積が少な

く、確証は発見されていない。

第5図

No. 遺跡名称 種別 時代

ヨ医師遺跡 散布地 奈良~平安

133 自家1・2号瓦軍事跡 瓦軍事跡 近世前期

134 皐古来E鼻 務跡 (消滅) 近世前期

135 皐わlヤマA遺跡 散布地 奈良

136 串カンJヤマB遺跡 散布地 吉明阻

137 御幸塚草毒自事 減跡 室町
138 御幸型車吉演 古墳史跡指定地 盲演

139 五郎虚貝塚 貝塚 (消滅} 縄文

140 今江検穴群 機穴墓 (消滅)

141 今江主丁目遺跡 集落跡 縄文・古代

142 土百遺跡 {胴百遺跡} 散布地 縄文

143 土百古拘置 (絹塚} 古績 吉司匝

144 狙山遺跡 集落跡 古代

145 狐山首相貴 (狐塚) 古績 {繍丘両IJヰt) 吉司量
146 今江向ノ山遺跡 集落跡 弥生

No. 遺跡名称 種~IJ 時代

147 矢崎B省績 省繍(消滅) 盲横

148 石山首繍 古措置(消滅} 吉司匝

149 矢崎宮の下遺跡 集落跡 縄文~中盤
150 符;章A遺跡 散布地 縄文

151 符2・B遺跡 散布地 縄文

152 池田減跡 減量事

153 *生島吉司置 古11(消滅) 古繍

154 木場8遺跡 散布地 平安・中世

155 木鴻C遺跡 散布地 弥生

156 ー谷遺跡 散布地 縄文

157 ー谷B遺跡 散布地 弥生~吉積

158 ー谷トヵ・谷遺跡 不詳

159 木湯温泉遺跡 散布地 縄文

160 符j章C遺跡 集~&事 古墳

161 $カン/ヤマC遺跡 散布地 古11

第3表 薬師遺跡と周辺の遺跡一覧
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中世においては、前出の複合集落から多数の井戸跡や中世陶磁器などが検出されるとともに、仏

生寺跡 (128)、軽海中世墓群 (117)、西芳寺遺跡 (116)、十九堂山中世墓群 (75)、長寛寺中世墓

跡 (130)などが確認されている。

近世における考古資料としては、小野古窯跡 (76)が周知されている。

3.月津台地の遺跡

月津台地上に遺跡が出現するのは、旧石器時代終末期から縄文時代草創期である。実態は不明で

あるが、額見町遺跡、念仏林南遺跡、念、仏林遺跡で当該期の石器が出土している。縄文時代前期に

は集落の展開が見られるようになる。この頃の加賀三湖は入江の状態であったと考えられており、

大谷山貝塚、柴山水底員塚など、員塚を伴う集落が入り江に面して営まれている。その後、縄文時

代中期には五郎座貝塚 (139)、今江五丁目遺跡 (141)、矢崎宮の下遺跡 (149)、符津A遺跡 (150)、

符津B遺跡 (151)、念仏林遺跡、念仏林南遺跡、額見町遺跡など多くの集落が営まれる。しかし、

これらの集落は縄文時代後期には姿を消してゆく。

次に集落の展開がみられるのは弥生時代後期から古墳時代中期で、額見町西遺跡、念仏林南遺跡、

島遺跡などで断続的に集落が営まれる。しかし、これらの集落も古墳時代中期には姿を消し、古墳

時代後期には月津台地は墓域となる。

月津台地では、 5世紀末から約100年間、多数の古墳が築造される。これらの古墳は「三湖台古

墳群Jと総称されており 、江沼勢力の墓域が移動してきたものと考えられている。台地北東部には

矢崎B古墳(147)、御幸塚古墳 (138)、土百古墳 (143)、狐山古墳 (145)、台地西部には臼のほ

ぞ古墳、左門殿古墳、茶臼山古墳、柴山潟に通ずる馬渡川の開析谷周囲には念仏林古墳、念、仏塚古

墳、石山古墳 (148)、箕輪塚古墳、矢田野エジリ古墳、矢田借屋古墳群、矢田野古墳群、百人塚

古墳、中村古墳 (2)、狐森塚古墳、矢田新丸山古墳が分布する。

6世紀末から 7世紀初頭、三湖台古墳群の終鷲と同時に月津台地上に集落が出現する。これらの

遺跡からは、須恵器生産に伴う窯道具や鍛冶関連遺物などが出土しており、丘陵地での製陶 ・製鉄

に関わる手工業生産関連の集落と考えられる。また、額見町遺跡、額見町西遺跡、矢田野遺跡、薬

師遺跡ではL字型カマドを伴う竪穴建物が確認されており、渡来系移民の集落としての性格も窺え

る。当時の月津台地は越前国江沼郡に含まれていたが、弘仁14年 (823年)の加賀立国に伴う能美

・江沼の分郡時には月津台地の半ばが境界となったようである。月津台地の古代集落は、 7世紀後

半を最盛期としその後も継続するが、 9世紀後半以降衰退し、 10世紀には終鷲をむかえる。

額見町遺跡、念仏林南遺跡、刀何理遺跡、薬師遺跡などでは1l・12世紀の集落も見られるが、 13

世紀以降、月津台地上の集落遺跡は姿を消す。農業経営に不向きな台地上から、平野部へ移動した

ものと考えられる。

引用・参考文献

小絵rli教育委員会 1989 r後山無常盤台tA ・ 後 ~IJ明神 3サ寝泊

小訟IIi教行委員会 1995 W念仏林南遺跡u~
小松市教育委員会 1999 W林タカヤマ祭跡』
小絵市教台委只会 2006 r額見町遺跡J~ 
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第H章 戸津シンブザワ遺跡発掘調査

第1節調査の概要
1.調査に至る経緯

戸津シンブザワ遺跡は戸津町 ・林町の西側に位置し、一般国道8号バイパスの南約 100mの地点に

存在する。このバイパスの開設に伴い、周辺の低丘陵では土砂採取事業等が盛んに行われており、

今回調査を行った製鉄炉跡についても、平成2年の土採取事業を原因としてその存在が明らかとな

ったものである。一部削平されたまま今日まで調査は行われず、そのままの状態で放置されてきた

が、近年製鉄炉跡の崩壊・流出が懸念されるようになったことから、現状を記録保存することを目

的として平成 11年度国庫補助事業により、約 1，125rrfを対象として、うち遺構確認部分である約

400 rrfの調査を実施した。

2.既往の調査

戸津シンブザワ遺跡は、通称シンブザワ(神舞沢)とされる小谷を中心に展開する、製鉄・製陶

を含めた生産遺跡である。本遺跡に関わる調査の初見は1974(昭和49)年で、石川県古窯跡調査事

業五ヵ年計画の第4年次事業として 「戸津5号窯跡Jの発掘調査が行われており、この調査におい

て、 3基の須恵器窯 (5・6・7号窯)の存在が明らかとなった(石川県教委他 1975)。次いで、小

松市教育委員会により昭和 52""53年度にかけて実施された南加賀古窯跡群詳細分布調査事業では、

さらに2ヶ所の製鉄跡(1・2号製鉄跡)及び1基の須恵器窯 (12号窯)が新たに確認されている

(小松市教委 1979)。近間強氏は昭和60""62年度にかけて小松丘陵窯業遺跡分布調査を行い、従前

の調査成果を踏まえながら、これらの須恵器窯 ・製鉄跡を一つの単位支群 (f戸津シンブザワ単位支

群J)と積極的に位置付けた(小松高他 1988)。その後も 1990(平成2)年に今回報告の端緒となる

土砂採取事業に伴い製鉄跡が確認されている。近年では、望月精司氏がより詳細な検討を加え、戸

津シンブザワ支群をさらに4つにグノレーピングし、当支群を含む戸津地区全体の製鉄遺跡分布につ

いて論じている(小松市教委2003)。
I Y "f'o/ /'. /.応~. //i/ 

/‘J} 
梯 j、

第6図 戸津シンブザワ遺跡調査区位置図 (S=1/5.000)
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3.調査の経過

( 1 )調査方法

調査区内にはススキが数年に亘って生い

茂り、背丈以上のマツも生えていた。よっ

て調査対象区域をやや広めに設定し、スス

キ等を刈り取った後、斜面上方からの流出

堆積土を人力で取り除き、製鉄炉の検出及

び排津場の範囲確認作業を行った。

調査区全体を対象として任意に 5mX5m 

のグリッドを設定(第7図)した後は、グ

リッド毎の出土遺物の取り上げを行う。

製鉄炉及び排津場については、それぞれ

土層断面図の作成及び土層断面の写真撮影

を行っている。遺構完掘後は、高所より完

掘写真を撮影し、平板測量により排津場の

1/20縮尺の平面図を作成。また調査区域

全体を対象として 1/100縮尺の地形測量図

を作成した。

(2 )発掘作業の経過

平成11(1999)年

10月19日(火) 晴のち曇本日より

戸津シンブザワ遺跡の調査を開始する。調

査開始前の現状写真撮影。 1号製鉄炉及び

排津場を確認。

10月25日(月)

仮設建物へ搬入する。

11月 2日(火)

11月 4日(木)

11月22日(月)

12月 9日(木)

12月10日(金)
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晴調査用の機材を 第7図 戸津シンブザワ遺跡調査区区割図 (S=1/500)

曇のち晴 三角点 (H=43.81m)より、調査区内へレベルを移動する。

曇一時雨 グリッド杭打ち作業、調査区精査作業開始。

晴 大津正己(九州テクノリサーチ)氏 ・穴樺義功(たたら研究会)氏、来跡。

曇のち雨 排津場土層堆積状況写真撮影。

排津場土層堆積状況図作成。

12月22日(水) 曇一時雪 調査区に約30cmの積雪、本年の現場作業終了を決める。

平成 12(2000)年

1月 5日(水) 曇時々晴排津場北側斜面の掘り下げ作業。

1月 8日(土) 曇時々雨排浮場の土層堆積状況図作成。

1月12日(水) 曇 1号製鉄炉平面図及び断面図作成。調査区全域の地形測量;開始。

1月 18日(火) 曇 排津場完掘、平面図作成開始。1号製鉄炉写真撮影。以後、出土遺物の

整理作業のため、 3月まで一時現場作業を中断。

3月22日(水) 雲のち晴 完掘状況写真撮影、本日にて現地における調査終了。

( 3 )整理等作業の経過

発掘調査で出土した鉄棒については、発掘調査期間中の平成 12年2月より同年3月上旬に至るま

で、洗浄・乾燥作業を実施し保管を行っている。また平成 19年度国庫補助事業において出土品整理

作業、及ひe報告書刊行を行った。

nδ 
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第8図 戸津シンブザワ遺跡調査区地形測量図 (S=1/200)
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第9図 戸津シンブザワ遺跡調査区平面図 (S=1/100) 
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第2節調査の成果

1.遺構

( 1) 1号製鉄炉

E-4........F-4Grにて検出されたもので、長径 140cm以

上 ・短径 115cm以上、深さ 35........45cmを測り、東西方

向に長辺をもっ。

本来は本遺構の上面に円筒形の炉体が築かれ、竪

型炉を構成していたものと思われるが、その残存状

況は良好で、なく、掘り下げ約 10cm以内で、炉床に到達

した。このことから、製鉄炉の炉底部分に相当する

24.400m 

口蜘
Im~ 床部
図綿 。

S' 

23.S00m 

1m 

地下施設坑と考えられる。また、炉床を掘り抜いてみ 第10図戸津シンブザワ遭銚 1号製鉄炉土層断面図 (S=l/紛)

ると炉壁の下底部に堆積した鉄棒 10点が確認された。なお排浮場への注ぎ口や送風施設等について

は、既に削平されてし、ることも判明した。

( 2 )排浮場

排浮揚の範囲は長軸20m以上・短軸8.5m以上、深さ 60CIII前後に及ぶもので、崩壊 ・流出等によ

りすでに失われた製鉄炉に関連するものとの推定も可能であるが、その位置関係から l号製鉄炉に

伴う排搾場の蓋然性が高い。

地形測量においても斜面の盛り上がりが認められ、グリッド毎の鉄棒出土量ではG-3Grが群を抜

いて多く、以下H-3Gr、G-2Grと続く。土層断面の観察では、焼土や鉄津の堆積層を確認している。

排浮揚堆積層の全体的な様相としては、上・中層は大小ぱらつきがあるが鉄棒を中心に堆積し、下

層は地形的に斜面上方からの流出土に混入して鉄棒が認められた。 しかし、製鉄の操業状況やその

回数を把握することはできなかった。
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23.700m 

20.600m 

E懇焼土
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第 11図 戸津シンブザワ遺跡排浮場土層断面図 (S=1/80)
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2.遺物

( 1 )製鉄関連遺物(第 12図、第 13図10・11)

製鉄関連遺物は、遺物箱 (555X 395 X 142凹)

で105箱分の量を得ることができた。しかし全て

の出土遺物を持ち帰ることはできなかったので、

本遺跡の総出土量はそれ以上に上る。

大別すると 1号製鉄炉からのものと、排津場か

らの出土のものとに分けられるが、 1号製鉄炉か

らは出土量2箱に対し、排津場からは 103箱と、

圧倒的に排浮揚ーからの出土が多い。また排津場出

土の遺物の内、グリッド別に把握できたもの 81箱

分の出土分布の傾向をつかむため遺物箱単位で示

したのが第4表であるが、 G-3Grを頂点として、

その濃淡が明瞭となった。出土量と報告書の紙幅

5 3 4 2 

E 

1 F 

G 7 1 

18 4 H 

1 3 

J 

の関係から、図化掲載し得たものは限られるが、 {単位:箱、1箱未満lま

以下の製鉄関連遺物が出土している。 第4表戸津シンブザワ遺跡グリッド別遺物出土状況

1""'3は1号製鉄炉出土の炉内津である。 1は下面上手に向かつて塊状に突出し略長方形を呈す

るもので、上面下手側に幅約 2cmの工具痕が認、められる。2は菱形状で厚みがあり 、下面右側部に

向かつて著しい突起をもっ。また下面下手端部には褐灰色の炉壁土が付着している。 3は重量が

1000 gを超える大型のもので、不整五角形状を成し、上面が比較的平面形であるのに対し、下面は

隆起している。上手側から右側部にかけて気孔が目立ち、下面左側部から下手側にかけて赤灰色の

炉壁土が付着している。

4""'11は排津場出土のもので、 4........8の炉外流出棒、 9""'11の炉壁がある。

4は小型のもので、上面右側部及び下面右側部の破苗が著しく、その一部は黒色ガラス化して光

沢をもっ。基本的に黒褐色を皇しているが、上面上手から下面全体にかけては紫紅色を帯びており、

全体的に不整な窪みと隆起が目立っている。 5は不整六角形を呈し、小型で・あるが厚みをもつもの

で、上手側と左側部に平面をもっている。6は略正方形で、平坦できれいな下面に対し、癌状に突

出した上面をもっ。上面の癌状隆起の突端は気孔の目立つ破面を成し、その隆起から下手に向かい、

木炭痕が多く点在している。 7は左側部と下手側に平面をもち、不整五角形を呈するもので、下面

左側部に大きな破面が見られる。上面から下面右側部にかけての細かい突起が顕著で、上面上手に

1ヶ所、下面上手に 2ヶ所、幅約1Clllの工具痕が明瞭に残る。8は不整長椅円形で、右側部に平面

をもっ。上面下手側は大きく隆起し、下面は平坦である。下面中央付近に、幅約 1.5 cmの工具痕が

認められる。

9は下面に平坦部をつくっており、炉体下段付近のものと考えられるもので、左側部は直線状、

上面から右側部にかけては弧状を描いている。内面は下手側に向かつて厚みを増し、裏面は炉壁由

来と思われる赤褐色砂質土が全面に薄く残っている。10も下面に平坦部をつくり、炉体下段付近に

位置したものと考えられるもので、裏面左側部は炉壁の一部が突出している。内面は黒褐色~紫紅

色で、中央から下手側にかけて大きく凹部を成しているため、下面の形状は「く Jの字を呈してい

る。裏面は約 1cm前後の厚さで黄褐色炉壁土が付着している。11は上手右側部が大きく突起するも

ので、破苗の観察から炉体中段付近のものと考えられる。内面中央から左側部にかけて緩やかな膨

らみをもち、上手端部と下手端部にそれぞれ黒色ガラス化した光沢が見られる。裏面は約l.5 ""'2 

cm前後の厚さで黄褐色炉壁土が付着しているが、不定方向のひび割れが無数に生じている。
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第12図 戸津シンブザワ遺跡出土遺物実測図1(S=1/3) 
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戸津シンブザワ遺跡第 13図



(2)土器(第 13図 12""""'20)

今回の発掘調査では僅かであったが、土器片の出土も見られた。総点数は 21点で、全て排捧場か

らの出土である。

その内、図化し得た9点を掲載した。12""""'18が須恵器、 19・20が土師器である。

12は境の口縁部破片で、器肉は薄く器形は緩やかに内湾し、口縁端部は外面に向かつて肥厚する。

外面には沈線を施している。13・14・17は聾で、 13は外面に沈線を巡らせ櫛描波状文を施したもの

で、頚部破片と考えられる。14は内外面にタタキ目を施したもので、体部破片であろう。17は頚部

破片で、外面上端に2本の沈線と波状文を、内面下端にはタタキ目を施している。外面施文や胎土

の観察から、 13と同時期に属するものと判断できる。15は壷の膚部破片で、焼成が甘く生焼けであ

る。16は瓶の底部破片で、胴部へ向かつて直立気味に外傾する立ち上がりをもっ。内面にはカキ目

調整を施している。18は境の底部破片で、高台を付している。

19は境の口縁部破片で、口縁は丸く収まりながら端部で僅かに面をつくる。20は皿の底部破片で、

底部外面に糸切り痕を残している。

第3節 小結
製鉄遺跡の操業時期を比定する上では、当然ながら製鉄炉から得られる情報が果たす役割は大き

なものがある。しかし、今回の調査では1号製鉄炉が検出されたが、その大半が失われていたため、

本遺跡の操業時期に言及することは困難を極めた。それでも敢えて提示するならば、 1号製鉄炉の

直下に広がる排捧場出土土器の検討や周辺遺跡との関連から、概ね 10世紀前半頃という年代を付与

することができる。 しかしながら出土土器そのものが僅少破片であることや、 一部に8世紀前半の

須恵器片が含まれていることなどから、その根拠の乏しさは否めない。従ってこの時期は推定の域

を出ないことも付言しておきたい。

今回の調査からは戸津シンブザワ遺跡の、生産量や操業回数など製鉄遺跡としての操業規模を解

明するまでには至らなかった。しかし今後、南加賀製鉄遺跡群を評価していく上で、本遺跡が有す

る情報を報告し得たことは、従来当市において同様な製鉄遺跡調査事例が必ずしも多くない中にあ

って、重要な意義をもつものと思われる。

引用 ・参考文献

石川県教育委員会 ・戸津凸-窯跡調査委員会， 1975: W小松市戸線5号然』
石川県矧蔵文化財保存協会， 1993: W小絵市林遺跡』

小松高等学校地陸部 ・近間強， 1988: r小松丘陵窯跡群分布調査報告 1 (辿跡編)JW石川考古学研究会々誌』

第 31号石川与古学研究会

小松市教育委員会， 1979: W雨加賀古窯跡群詳細分布調査事業報告必』
小松di教育委員会， 1999: W林タカヤマ窯跡』

小松市教育委員会， 2003: W林製鉄遺跡』

小松市教育委員会， 2006: W幸町泣跡日』

(財)布川県埋蔵文化財センタペ 2000: W富来町給分クイナ特製鉄遺跡』
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第5表戸津シンブザワ遺跡製鉄関連遺物観察表

[記"仮禄号 出土地点 純類 言十iftlJfí賞:~~，_ l 益保(g)
長径短径厚さ g 

色調 備考

12 1号製鉄炉桜土 炉内海 8.7 11.5 6.6 
表:黒褐色

658.7 地:黒褐色~茶鈎色 怖が~2çlllの工具痕あり

12 2 l号製鉄炉磁土 炉内浮 857.7 表:黒褐色~明褐色 炉壁土付将、木炭痕あり
地黒然褐褐色~茶褐色

12三3.3 表 色~茶褐色12 3 1号製鉄炉綴二ヒ 炉内i平 12.8 14.5 7.1 
地 : ，~飴色

炉日産土付ポ

J-IサGr 排浮揚 炉外流出浮 6.3 7.9 4.7 
表:黒褐色

一
150.8 地:泉偽色~紫紅色

12 I 5 1-4Gr 排i撃場 炉外流出浮 7.4 8.7 5.6 382.0 表:黒褐色~茶尚色
地:泉持基色

l史 日 ド-?r.r 排f事~} 炉外流川博 7.fi 白4 0.2 S!lS.4 表:明褐色 木炭1fi.~りり
地-明倫色

τ~ 285.3 表:茶褐色H-3Gr 排r事場 炉外流1:1\~宰 8.6 8.9 4.2 
地:茶筒色

幅約ICUlの工具痕あり

12 :~コご排糊 炉外流出j宰 8A 11.8 6.8 
表:1.天褐色

幅約1.50.:111の工具痕あり529.3 地:灰鈎色~熊偽色

12 9 排i宰m 炉墜 10.5 12.9 7.4 907.8 表:赤紫色 炉(本下段付近、西変化炉盤上H清
地:赤褐色

13 10 F-2Gr tI~j戸事場 向Jqz 11.3 10.6 5.0 528.6 表:黒純色~紫紅色
地:黄褐色

が{本ド段付近、炉壁土イ寸法

13 11 G-3Gr 排浮揚 炉鐙 13.0 10.5 5.0 586.1 表:泉純色~黒色
地:1Ji偽色 炉休中段付近、炉壁土付治

第6表戸津シンブザワ遺跡土器観察表

図版針山点 |分類l 分頬2 名称 側 (ω) )1台二ヒ焼成 色謝 調畿 備考

13 12山川巴間続崎10.8叩 2.8

1:1 13 G-3Gr 俳浮場須必t~ 貯蔵具現

寸
13 11 トト1Gr 排浮揚須恵、探貯品器具 縫

13 15 J-3Gr 俳j宰場 須JM:!1iIti・蔵具 まE 伐存高2.8

G-3Gr 排j宰場須恵務貯J~主具 阪残存高7.8

l:l I 17 G-3Gr 排洋場須忠J縁日中殺只 俊顕後31.0伐存高11.7

13 18 G-2Gr 排浮揚f須，制号制服い宛荷台後5.7兄込J:l-it:iO.5fJ1{fiIli2.3 

13 

13 

19 G-3Gr 

20 G-2Gr 

緋rIi場土師J.ifl食勝具| 口径10.0残存高2.4

IM事場 上師鍛|食膳具IIlll ')底径8.4残イ子高1.9
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* 良~f 灰 ロ紋郎破片

密 良好 浅策 頭部破片

級車長岐級 ~l天 内外国タタキ休部地主n

* 不良 I長賞 府部破片

1兵・ |内面カキメ底部{彼J1

密 |箆鰍1 浅黄 内而タタキ預潟l破片

不良 | 灰白 鷹耗顕著 Iit~i\破片

良好l'こぶい黄俊I I n縁側II破片

良虫干|にぶい貨俊底部糸切り痕服部破片



第皿章 植田後山明神4号墳発掘調査

第 1節調査の概要

1.調査に至る経緯

埴国後山明神4号墳は埴田町地内の低丘陵上に展開している、埴田後山古墳群を構成する古墳で

ある。今回、地主の東孫一氏が畑を耕作中に、鉄刀・鉄蟻・鉄斧を発見し、埋蔵文化財調査室へ通

報された。それを受けて急濯、平成 12年度国庫補助事業により残存状況および古墳規模の確認作業

を目的として、緊急に調査を実施した。

2.既往の調査
埴田後山古墳群に関しては、既刊行の報告書(小松市教委 1989a，b)に詳しいため、その記述に

拠ってこれまでの調査を概観したい。

埴田後山古墳群の発見に関する記録は古く 、昭和以前には「地下六尺(約2m)ばかりの所から

大形の石桔を掘り出したJ(国府村史編纂委 1956) と伝えられている。その後 1952(昭和 27)年に

は埴田後山明神 1号墳から提瓶、直刀、高杯、壷が、 1954(昭和 29)年には埴田後山明神2号墳か

ら環鈴、直万、甲胃などが出土している。1982(昭和 57)年には土砂採取工事中の発見により、埴

田後山無常堂古墳の発掘調査が行われ、 「南加賀型木芯粘土室J(以下 f粘土室Jと呼称)を含む2

つの主体部を検出し、銅製四獣鏡、メノウ製勾玉、櫛、鉄製鎧甲、鉄貧IJ、鉄嫉が出土した。また 1987

(昭和 62)年には今回の調査に至る経緯と同様、地主が畑の耕作中に須恵器と玉類を発見したこと

を契機として埴田後山明神3号墳が発掘調査され、粘土室の主体部とともに多量の土器、管玉、ガ

ラス製小玉、刀子、鉄鍛が出土している。「埴田後山古墳群jの名称は、これら埴田後山明神1号境

及び2号墳、埴田後山無常堂古墳、埴田後山明神4号墳の総称として、新たに付したものである。

また 1988(昭和 63)年に、埴田町周辺の丘陵地を対象として詳細分制調査を実施した結果、新た

第 14図埴田後山明神4号境位置図 (S=1/3.500)
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3.発掘作業の経過

当該区域の調査については、開始時点で既に主体部の大部分が削平されていることが予測されて

いたことから、通常工程の表土除去などは行わず、開墾中に鉄刀が出土した部分について、僅かに

残る耕作土の除去 ・精査、主体部の残存状況の確認を中心に行った。調査区域を対象として任意に

グリッド設定を行い、調査を開始。主体部と想定される部分、 トレンチによって確認した周溝につ

いて適宜、平面図及び土層断面図を作成した。なお各作業に応じて、作業状況及び確認遺構の写真

撮影を行った。また調査終了後、地元埴田町を含め多くの方々に参加頂き、現地説明会を開催した。

第2節調査の成果
1.遺構と遺物

( 1 )主体部調査区(第 15図、第 16図)

畑の耕作中に鉄製品が出土したことから、地主への開き取りを行い、その出土地点と思われる箇

所(鉄製品が出土したであろう部分は目視で撹乱されていた)を含む調査区を設定。出土品が主体

部の副葬品と考えられることから、 『主体部調査区Jと呼称した。

当初設定の主体部調査区は北西一南東を軸とした 7mX3mの長方形の区画であったが、その後

調査区の南西部は階段状に下がること、さらには地主が地山土を斜面下へ移動させたということが

判明し、南側及び西側の調査区の一部については掘削を止め、全面の掘り下げを断念した。また東

側の調査区隅部において散乱した臼玉を検出したため、北東部の調査区を一部拡張している。以上

のような経過により、調査終了時の主体部調査区画は凹凸あるものとなった。

主体部の概要

すでに耕作等による撹乱の影響は著しく、主体部のほとんどは失われていた。しかし東側調査区

隅部の白玉検出により、調査区を拡張した範囲を掘り下げた結果、白色粘土、赤褐色~樟褐色粘土

ブロックが分布する硬化面を確認した。最終的には長軸最大幅 150cm、短軸最大幅34じmで、東西方

向に長辺をもっ分布範囲を捉えることができた。またその周囲には割竹形木棺の痕跡と考えられる

立ち上がりも断続的に認められたため、粘土の分布を棺床に由来するものと推定し、長軸230cm以

上、短軸 70cm以上となる、主体部範囲の復元(破線)を試みている。

また主体部範囲の西側において、長さ約 30cmで、主体部長軸に平行して細長く伸びる「錆療Jが

検出されている。そこには鉄製品、おそらくは鉄刀が副葬品として置かれていたものと推察される。

主体部範囲内からの出土遺物としては刀子、櫛、臼玉が見られたが、刀子と櫛は重なりあって出

土し、その時点で既に劣化、腐朽が激しかった。そこで樹脂を用いて固着させた後、周囲の土ごと

取り上げたため、これらの遺物については出土状況図(第 17図)を参照して頂きたい。また臼玉の

検出時は連珠状を呈しているものも確認されたが、付近の大部分はすでに撹乱を受けていたため、

一括で取り上げを行ったもので、ある。

力子 (第 17図)

残存長約 10cmで万身の一部が欠損している。刀身の残存長は約 4.5cmを測る。茎部は約 5.5cm

を測り、柄縁金具の残存も見られる。

櫛 (第 17図)

確認できたものは 10点で、全て櫛の棟部片であり、歯は失われている。棟部の大きさは長さ、幅

ともに 2.5幽前後を調IJる中形品で、色調は黒色を呈している。また検出された棟部はほぼ北向きで、

全体的に揃っている。
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目玉 (第 18図)

出土点数は完形品 ・略完形品(一部破損)を合わせて全345点を数えるが、それ以外にも破片少

数を確認しており、埋葬時は上記の点数以上であったことが予想される。

345点の臼玉については、直径 ・長さ ・孔径 ・重量の各属性についての計測と孔面 ・側面の研磨

状態の観察(篠原 1995)を行っている。その全体を概観してみると、直径 3.2..........4.5(平均3.7) UI刷、

長さ 0.9..........2.9(平均 1.9)剛、 孔径 O.8..........1. 6 (平均 1.2)剛、重量0.01..........0.10 (平均0.05)gを測

る。また観察できた全てのものについて、孔面は両面研磨を施し、側面は「長さJ軸に平行する擦

痕方向の研磨がみられた。また石材は全て滑石製のものであった。iJlJ途第7表に、直径と長さの値

にみられる点数の分布を示したが、正規分布とはならず、 2つのピークをもつものとなった。出土

時の分布状況との照合も行えなかったため、その理由を求めるのは困難で、あるが、興味深いデータ

である。なお実測図は、完形品より標準的な個体と判断されるものを任意に抽出し、図化したもの

を掲載している。

① ① @ @ e @ @ @ @ ③ @ @ ⑨ ⑥ 
lID C::!J 巴3 ロ C:::J 白 広ヨ cm cc) ~ ~ CIl cm 回
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

③ @ @ @ ③ 。⑥ @ ① ⑤ @ 8 oGJ 
CD ~ 回 G:D ロ3 て白 GJ) lJI) CIIJ 広D l.nJ ロコ ロ 印
15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 

。 Scm 

第 18図 植田後山明神4号墳 主体部調査区出土目玉実測図 ($=1/1)
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(2 )主体部調査区出土遺物(第 19図)

土師器、鉄製品が出土しているが、土師器は細片のみであった。また鉄製品は本調査前に地主の

耕作中によって発見されたもので、元は主体部調査区からの出土である。その詳細な出土地点や状

況は不明であるが、これらの遺物も副葬品として供されたものと考えられる。また器種の確定がで

きず報告し得なかったが、棒状の小破片や鉄片なども出土している。

鉄刀 (1・2)

1は残存長87.0cm、刀身の残存長72.3cmを測る鉄刀である。5点の破片を接合したものである

が、刀身は折れ曲がり、切先や茎が欠損するなど、その遺存状態は良好で、はない。刀身は平造で、

刀身幅は切先に向かい緩やかに狭めており、断面は長三角形を呈している。関は直角の片関と考え

られるが、鋳化により明瞭さに欠ける。茎は14.7cmを測り 、茎幅は茎尻に向かい収束させており、

その断面は長方形となる。また目釘孔の有無は不明である。なお刀身には鞘木と考えられる木質の

付着が認められ、高IJ葬時は鞘に納められていたことが推察される。

2は残存長 95.lcm、刀身の残存長 84.7cmを測る鉄刀である。刀身と関から茎にかけての一部が

失われている。刀身は平造で滑らかな切先をもっ。内反りを呈すが、 1と同様な遣存状態からの接

合 ・復元を経ていることから、それが本来の形状を保持したものかは判断し難い。万身幅は切先に

向かい緩やかに狭まり、切先付近では刀身厚も薄くなる。また断面は長三角形を呈している。関は

直角の片関と考えるが、欠損著しく、断定はできない。茎は破片のみで、断面は刀側に短軸をもっ

台形となるが、茎全体の詳細を知ることは困難である。また茎破片に、目釘孔は認められない。刀

身と茎に木質の痕跡を留めており、鞘と柄の装着が窺われる。

これら 2本の鉄刀は、法量に顕著な差が認められない点や主体部の検出状況から総合して、埋葬

遺体の両脇に、遺体と平行して配置されたものと恩われる。

鉄鎌 (3"-6)

鉄織は4点を図化(出土点数は 18点接合資料を含め 21点)したが、それ以外にも破片が多数出

土しており、埋葬時の点数はそれ以上になるものと考えられる。

3・4・6は片刃長頚式のものである。3は残存長 12.8cmを測り、茎部は欠損しτ不明だが、平
面形が台形状となる関の一部を残している。4は残存長 11.2 cmを測り、鎌身の逆刺端部と頚部途中

から茎部までを欠損しているもので、 3に比べて鍛身幅が狭く、深い逆刺をもっ。

6は18点が鏡錆により接合したもので、鏡化が著しく、片刃長頚式織であると確認できたが、詳

細な形状までは観察し得なかった。全点とも切先の方向を閉じくしていることから、副葬された時

点ですでに鍛を揃え、東状にしていたものと恩われる。

5は全長 24.5cmを測り、ほぽ完形のものと考えられるが、錆が厚く付着し、錬身部及び茎部の詳

細は不明である。3・4・6の片刃長頚式織と比較してその法量は大きく、これらとは異なる織で

あることがわかる。推定嫉身の形態の断定はできないが、柳葉長頚式と推察される。茎部には木質

の痕跡、が残る。

鉄斧 (7 ) 

全長 8.7cm、刃部長4.2cmを測る袋状鉄斧で、袋部の合わせ目と刃部に欠損が見られる。刃先は

直刃で、刃部の幅は袋部に向かつて狭くなりながら続いている。袋部側面は楕円形で、合わせ目は

鉄斧中央付近で「ハj の字状に聞きながら刃部と接する。袋部平面は端部に向かうにつれ、若干聞

き気味の形となる。袋部の内側には僅かに木質が付着しており、着柄されていたことが推察される。
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( 3 ) トレンチ調査区(第15図、第20図)

主体部の痕跡を確認したことから、本古墳の周溝についても残存の可能性が考えられたため、主

体部調査区の北側にトレンチを 3本 (Aトレンチ、 Bトレンチ、 Cトレンチ)設定し、その検出を

試みたものである。またこれらのトレンチを総称し、「トレンチ調査区Jと呼称した。調査は最初に

Aトレンチを設定し掘削を行い、その調査状況に応じて順次B、Cトレンチへと、範囲を拡張して

いった。

Aトレンチ 長さ約 3m、幅約 1mの範囲を設定。北側一帯で、 一見周溝と思われる痕跡を検出す

る。幅 120cm以上、深さ 55cm以上を測り、溝状を呈するものであったが、土層の堆積は乱れ、掘り

方も不整であった。また主体部からの位置も、距離的に疑問であったため、最終的に風倒木痕と判

断した。

Bトレンチ 長さ約4m、幅約 50cmの範囲を設定。北端において、周溝と考えられる落ち込みを検

出した。墳正の裾部にあたると考えられる。

Cトレンチ 当初、長さ約2m、幅約 50cmの範囲を設定し掘り下げたが、周溝を検出したため、途

中でセクションの向きを変更し、一部を拡張したものである。周溝の残存状況は良好で、幅180cm 

以上、深さ 100cm以上を測るものであった。出土遺物は特に6層から 10層までの周溝下層から顕著

に見られ、多くの土師器片及び須恵器の器台片が出土している。

(4) トレンチ調査区出土遺物(第21図)

遺物箱 (555X395X142幽) 1箱に満たない出土量であったが、土器が出土している。その大半

が土師器で、須恵器は器台破片のみであった。また出土した土器のほとんどが細片で占められてお

り、図化し得えた遺物は5点のみであった。

器台 (1・2) 

1はCトレンチ内の周溝第6層直下から 7層中より出土したもので、 4点の須恵器破片を確認し

ている。互いの接合関係は不明であるが、胎土や器面装飾の様相から同一個体の器台であると判断

できる。その内、図化し得たのは脚部破片で、脚端部径は30.6cmを測る。外面は上下段に3条の沈

線をめぐらせ、その沈線問に2条の櫛描波状文を施している。スカシは三角形のものが、上下段の

沈線を介して少なくとも 2段にわたり配される。また胎土の撤密さや焼成の竪徽さは、在地品とは

明瞭な違いを見せており、陶邑産のものと比定できる。

2はAトレンチ内の土坑から出土した、土師器の器台脚部破片である。円形の穿孔が認められ、

脚が fハ」の字状に開く小型器台と考えられる。

高埠 (3 ) 

表土層より出土した、土師器の高坪脚部破片である。継ぎ目が確認されるため、杯部と脚部が接

合したものである。

壷 (4)

覆土より出土した土師器の口縁部破片であり、口径 11.8 cmを測る。端部はその外面下端を膨らま

せ有段をつくり、外反した器形を呈す。内外面ともに摩耗が著しい。

聾 (5 ) 

Cトレンチ周溝下層より出土した弥生土器の聾口縁部破片であり、口径 19.3cUJを測る。口縁者寺の

外面に擬凹線文を施し、端部へ向かい外反気味に直立する。時期は月影期に属する弘のと考えられ

る。
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A卜レンチ土層注

1鷹 黒縄色紛作土貧縄色粘土ブロック中畳含有、炭化物多.含有
2層階縄色土 貧褐色粘土絵‘ブロック中量(1膚より多い}含有、炭化物少量含有
3層 E音質縄色土 貧褐色粘土粒多量含有、プロック中量含有
4膚 E音:貧縄色土 3層にJ:tし、硬化した賞褐色粘土ブロック短めて多盆含有
5膚 濁黒褐色土 l'JI状に黒味昔s分を含有、しまりなし

S' 

1層黒縄色紛作土
2層 濁贈賞事島色土
3層緒褐色土
4層黒褐色土
5層集縄色土
6層黒褐色土
711 黒色土
8層 ;炎褐色土
9層 ;炎褐色土
10膚 E音貧縄色土
11層貧褐色土

地山土粒多量含有
繍丘倶IJに向かつてやや給牲を増し、地山土粒をやや多く含有
311と5属の中間的な庖
6層より黒味が強〈、7層よりやや縄色を帯びる
俊之プロック・炭化物中量含有
銭土ブロック・炭化物少量含有
地山土ブロックを多く含有、9膚の遠鏡層か
8層に比し、地山土プロックが全体に均質に含有し、粘性を事帯びる
黒縄色土と貧褐色土がブロック状に含有
やや濁る地山瀬移層

第20図域国後山明神4号境 トレンチ調査区実測図 (S=1/40)
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第21I翠 績回後山明神4号墳 トレンチ調査区出土遺物実測図 (S=I/3)

第3節小結
主体部調査区からの棺床と思われる粘土ブロックの残存により、埋葬施設として割竹形木棺の採

用が想定され、臼玉や櫛の出土位置及び鉄製品の錆痕から、被葬者は主体部の東側に頭位を向け、

安置されていたものと推察できる。またトレンチ調査区からの周溝検出により、主体部を中心とし

た場合の古墳の規模は、直径約 19mの円墳であると判断された(第 22図)。本墳の時期については

出土遺物の様相から、 5世紀後半とし、う年代が与えられよう。

最後に、本調査の原因は畑の耕作中の不時発見による。「こういった開墾の継続もまた、ある一定

の限度をすぎれば、破壊に等しい開発行為で、あると言えるJ(小松市教委 1989b) との警句を、今

一度重く 、受け止めねばならない。

引用・参考文献

イ7川考古学研究会. 1996: W石川県Jf合資料調室 ・集成事業鍬告井 武器 ・武具 ・馬具 r~ 

同府村*制算委H会. 1 956 ・『凶}(:f村史~ I刈/(.f村役場'

小絵市教育委員会. 1989 a : W後山無常堂占l員・後山明神3号機』

小十公市教育委員会. 1989 b : W市内遺跡詳細分布調脊線作古口』

小怯市教育委員会.2004: W;¥.虫向山遺跡鮮』

小松市教ft.委員会.2006: W小松山内遺跡発掘調査報作在日』

篠原祐一.1995: r円不のf究試論JW研究紀要第38'~ (財)栃木県文化振興事業同期J践女化財センター

辰11町教育委員会.2001: Wド開発茶fl山古噴群IU
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第22図纏国後山明神4号境 周溝復元図 (S=1/150)
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第8表箱国後山明神4号墳鉄刀計測表

凶j順番号 出土地点

18 

18 

第9表植田後山明神4号噴鉄鯨計測表

凶l板番号 出土地点 | 全長
長さ

18 3 主体部調査区 (12.8) 5.7 

18 4 主体部調査区 (11.2) (5.5) 

18 5 主体制i潟資!玄 (24.5) (3.4) 

18 6 主体部調査!玄

第10表泊四後山明神4号墳鉄斧計測表

図版 !s:号 出土地点 | 全長 | 

鍬身創i

幅

0.8 

1.9) 
~ 

厚さ 長さ 中高 厚さ

0.7 14.7 1.8 0.6 

1.0 (10.4) 2.1 1.0 

顔宮刊

l単さ 長さ t幅 f!7..さ

0.3 7.8 0.5 0.4 

(6.4) トー 0.3 0.2 0.5 

0.9 0.5 

刃街1摩 袋:t'il伺 袋部l厚 | 或量

(単位 cm)

備考

事由木残存

革高木・把木残存

{単位:cm)

備考

片刃-R頬式

片刃長ffl.式

I柳T集刃長長類式?杷木残イ子
鎮式、 18本援合

(単位:cm.g) 

備考

18 8 主体部調査区

刃幅

(4.3) 0.8 3.6 0.3 I 115.79 

第11表題国後山明神4号墳目玉計測表 (単位:mm.g) 

図版喬号 出土地点 長さ 孔f毛 箆最 備考

19 主体許11調:fil王. 3.2 2.0 1.2 0.04 検 前面

一19 2 主体綿綿査区 3.2 1.9 1.2 0.03 機 両面

主体古都純資区 3.3 2.1 1.2 0.03 横 両面

19 I 4 主体邸調食区 3.3 1.8 1.0 0.04 署員 同1面
19 5 主体部調至宝区 3.4 1.2 1.6 0.02 感員 両面

19 6 主体制i調査IK 3.4 2.6 1.3 0.05 被 阿部

19 7 主体部;tI1J査区 3.5 2.0 1.2 0.04 相E 雨漏

主体部制査区 相員 雨面孤19 8 3.5 1.8 1.1 0.04 
一19 9 主体部調~区 3.6 1.9 0.05 綴両1.4 

19 主体部制夜区 3.6 
トーー

0.03 機 両面10 1.5 1.3 

19 II 主体:tl!1絢ft区 3.7 1.9 1.1 0.04 機 両面

19 12 主体務調rt区 3.7 2.1 1.2 0.05 増員 何百

19 13 主体邸調査区 3.8 2.0 1.2 0.006 6 ~ 被綴 雨前

主体部調査区 両面 一19 14 3.8 2.2 1.2 O. 

19 15 主体部調11:区 3.9 

日 一
1.1 0.07 償 両面

19 16 to体部調査特区 3.9 1.4 0.04 織 両面

19 17 主体制i調査医: 4.0 2.3 l.l 0.07 本質 両面

19 18 主体部調査灰: 4.0 2.3 0.9 0.07 横 両面
司圃

19 19 主体部調査r<: 4.1 2.4 1.5 0.07 機 両両

19 20 主体剖l澗王室区 4.2 2.0 1.1 0.06 機 何回

19 21 主体部創主主区 4.2 2.1 1.6 0.06 機 両面

19 22 主体部調査区 4.3 2.2 1.1 0.08 横 両面

主体宮11絢校区 4.3 機 両面 ト一一19 23 2.1 1.3 0.08 

主体部;調査l実19 24 4.4 
百a

2.2 1.0 0.07 機 両面

主体節調査区19 25 4.4 2.4 1.4 0.008 8 積綴 両面ー・
19 26 主体~1官級1l:区 4.5 2.0 1.1 O. 両面

+ 
19 27 主体部調食区 4.5 2.6 1.2 0.08 綴

f両.Li面函
主体;部調査区

? 

2.6 横 一19 28 4.5 1.3 0.09 

第12表犠国後山明神4号墳土器観察表
図版 f昨4手 出土地点 分類l 分類2 <ß~有; 法舟:(cw) 自台土焼成|色調 調空襲 Viii考
21 Cトレンチ用機黛色帰 須恕器 その他縁台劇l鋭部筏30.6残存F高尚2857 事政密密 ~徽 灰 脚部破片、陶色i!E

21 
2 3 
同ZZチ州木痕 土師恭 その他総台脚A都千雫3.0残存 良妻子 燈 一「議峨Ji'

21 トレンチ調査区表土局 士飾邸品機3 食』善具r 高石杯開A古都f圭4.0残存iui3.2 裕良好 燈
21 4 トレンチ潟宝宣伝:縦士 t 貯蔵兵愛 n径11.8?.:l!存尚3.8 粗不良 明裁偽 縁部員長-片

21 5 Cトレンチ J古H低下絹 弥生土器号 貯蔵兵， ~ 口筏19.3残存高4.8 空E 不良 浅黄 縁部破片
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第IV章薬師遺跡発掘調査

過去には、市道矢崎1号線 ・2号線道路改良 誠シ

工事に伴う発掘調査(平成11・14年度)、住宅 χぷ/八，
建設に伴う発掘調査(平成15・17年度)が実施 久¥グおズ

されている。また、 今回報告する庖舗建設に伴 対 野

う 発掘調査(平成18年度)に加え、平成19年度 W/~

にも住宅建設に伴う発掘調査を実施している。 訴後ポ汐
これらの調査により、薬師遺跡が 7世紀前半 釘下造

第23図薬師遺跡調査区位置図 1 (S=I/5.000) 
から9世紀後半にかけて営まれた集落であるこ

とや、鉄製品の生産などの手工業生産に関連した集落であることが明らかになってきた。さらに、

平成17年度の調査においてL字型カマドを伴う竪穴建物が確認されており、額見町遺跡、額見町西

遺跡、矢田野遺跡といった月津台地の南西部に立地する遺跡と同様の渡来系移民の集落としての性

格も窺えるよ うになった。

2.調査に至る経鵠

平成18年2月23日付けで田嶋明美氏より小松市教育委員会埋蔵文化財調査室に対し、庖舗建設に

係る埋蔵文化財の取扱いについて協議があった。当該事業区域が周知の埋蔵文化財包蔵地「薬師遺

跡j に含まれることから、地下の埋蔵文化財の有無及び状況を確認するため試掘調査が必要である

旨回答した。これに対し埋蔵文化財試掘調査の依頼が提出され、 平成18年3月2日に人力による試

掘調査を実施した。試掘調査の結果、事業区域の一部は既に削平を受けているが、その他の区域に

ついては遺物の出土等から f薬師遺跡Jが存在することが確認された。

その後、埋蔵文化財の状況と工事計画との調整を行った結果、工事では埋蔵文化財が確認された

区域全域を掘削する必要があることから、埋蔵文化財の現状保存は不可能と判断した。よって、埋

蔵文化財が確認された区域350rrfを対象に発掘調査を実施すること となった。発掘調査に係る経費

については、庖舗建設ではあるが事業者が個人であることから、国庫補助事業の対象と認め、平成

18年度市内遺跡発掘調査事業において支出した。なお、重機による表土除去作業に係る経費ついて

は田嶋氏が負担した。

平成18年4月7日付けの埋蔵文化財発掘調査の依頼を受け、 4月17日に発掘調査実施の回答、埋

蔵文化財の取扱いに関する協定書の締結を行い、 4月24日より現地調査に着手した。
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3.調査の経過

試掘調査の結果、事業区域の内、南東側の区域については既に削平を受けていることが確認され

ており、当初は調査対象とはしていなかった。 しかし、表土除去をしてみると、削平は受けている

ものの一部で遺構の下底部が検出されたため急逮調査対象区域を拡げることとした。これにより、

4月24日.現地調査開始。表土除去。

仮設建物 ・仮設トイレ設置。

4月25日:グリッド設定。

4月26日:遺構検出作業開始。

5月12日:SK05・06・07完掘。

5月18日:SK08遺物取り上げ。

5月22日:SK08完掘。

5月24日:S808完掘。

5月25日 SB06・07完掘。

6月5日:SI10床上完掘、写真撮影。

6月7日:SIlO床下完掘。

6月8日:全景写真撮影。器材等撤収。

現地調査完了。

¥寸当初240rrfの予定であった調査対象面積は、調/ / 

査完了時には350rrfとなったc / 

なお、調査完了後、引き続き造成工事を実施 I___ 

するということで、埋め戻し等は行わず現状の l

まま引き渡し、現地調査を完了した。

第24図薬師遺跡調査区位置図2(S=1 /1，000) 
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2層 地山に1層少し混じるかたくしまる

3m  1l!!lと地山の混購

。 2m 

S=I/80 

第25図薬師遺跡土層断面図
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第26図薬師遺跡平面図





第2節遺構

1.竪穴建物

S I 1 0 

調査区西端、 3，4-2，3Gdこ位置する。約3/5が調査区外となるため全体の形は不明だが、確認

できる部分では、方形で一辺6.4mのプラン。主軸はN-380 -w、もしくはN-520 -Eである。
主柱穴はP250・P251の二つを確認した。他は調査区外。柱問規模は3.4mを損IJる。P250は径50CID

の円形プランで、深さ50CIDo P251は径70CIDX 50Clllの楕円形プランで、深さ55cID。いずれも柱痕は確

認できず、柱の抜き取り後、埋め戻されたものと考えられる。柱穴の底面は硬く締まる。 P237はS

B08の柱穴で、 S1 1 0が埋没後に掘削されている。

遺構上面は後世の耕作により削平を受けており 、検出面から床面までは15clll程度で、ある。覆土は

樺色壌土が僅かに混じる黒褐色壌土のほぼ単一層。覆土内からは土師器煮炊具の破片の他、須恵、器

片、鉱津が出土する。図示できるものと しては、須恵器杯H蓋 (11・12・13)、土師器小釜 (25)

がある。これらは、古代 11期(7世紀前半)に位置づけられる。

床面は平坦で、ほぼ全体に貼床が施される。南東側の主柱穴聞が硬く締まることから、こちら側

が入口部の可能性がある。掘り方土坑は、竪穴中央と南隅に深さ35cID程の土坑が、北東壁沿いに深

さ15cID程度の浅い土坑が掘られている。 南隅の土坑からは、古代 11期の土師器小釜 (24)や鉄鍛

(28)が出土。その他、 掘り方土坑や掘り方覆土から土師器片、鉱津が出土している。

カマドは確認できなかったが、調査区外となる北西もしくは南西壁に付くのであるう。建物の形

態や規模は、平成17年度調査区で確認されたものとよく似ており、 7世紀前半という時期を考える

とこの建物にも L字型カマドを伴う可能性がある。

2.掘立柱建物

SB06 

調査区の北隅、2-4Grに位置する。桁行l問、梁行2聞の柱列を確認したが、残りは調査区外と

なる。全体の形は不明だが、 仰l柱建物と考えられる。規模は、 確認できる部分で3.1x3. 6m。柱間

寸法は桁間1.8m、梁間1.8m。主軸はN-140 -E。

柱穴プランは円形 ・楕円形で、P37のみ径20CID、深さ28cIDとやや小さめだが、その他は径25.-...，40

CID、深さ30""'"45cIDとしっかり掘られている。柱痕は確認できず、 柱の抜き取り後、埋め戻されたも

のと考えられる。SB07と重複するが、遺構の切り合いはない。出土遺物から判断すると SBO

6の方が古いと考えられる。

遺物は、P45より古代II3.......m期 (8世紀前半)に位置づけられる須恵器杯B蓋(15)、短頚輩

蓋 (19)が出土。その他、P29より土師器片、 鉱津が出土する。

SI10 土居註
1層 黒褐色君臨土 (10YR312)に纏色犠土 (7.5YR6/6地山)僅かに混じる

炭化物少し含む

2膚 1燭と地山の;漫暦

311 11褐色相座主 (10YR3/2)に地山僅かに混じる 炭化物少し含む
4層 黒縄色型車土(10YR3/2) 炭化物僅かに含む

5膚 4層に地山混じる

6陽 灰貧褐色i濠土 (10YR4/2) 炭化物健かに含むしまりなし

7層 4層に地山少し混じる

8膚 6膚に地山j昆じる 4膚粒状に僅かに混じるしまりなし

9層 線褐色猿土 (10YR3/2) 炭化物僅かに含む

10層 地山に明貧褐色犠土 (10YR7/6)ブロック状に少し;混じる

しまりなし

11層 地山に無得色犠土 (10YR3/0・灰貧褐色犠土 (IOYR4/2)ブロック状
に僅かに混じるかたくしまる

内
《

υ

内
《

υ

12層 黒褐色犠土 (IOYR2/2) 炭化物少し含む
1311 12月Eに地山混じる

14服 地山に12層少し混じるかたくしまる

all 黒縄色耳障土 (10YR3/2)に地山僅かに混じる
炭化物僅かに含む

b層 暗褐色滋土 (10YR3/3) c層と似るが少し黒っぽい

炭化物自置かに含む

cR害 時褐色出産土 (10YR3/3) 炭化物僅かに含む

d膚 暗褐色織土 (7.5YR3/3) 炭化物僅かに含む
@膚 c僧にま也山ブロック状に少し混じる

f層 bllと地山のi毘層
g層 灰貧縄色犠土 (10YR4/2)に地山少し混じる
hA聖 地山に暗褐色犠土(lOYR3/3)混じる
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2層 線縄色浪土 (lOYR3/2)と地山の;昆層
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S608 土居註
1周目 黒褐色砂緩土 (10YR3/2) しまりなし桧痕
2磨 黒縄色砂需産土 (10YR3/2)に鐙色型車土 <7，5YR6/6地山)混じる
炭化物僅かに含む しまりなし

3R!l 11褐色砂緩土 (10YR3/2)と地山の混層炭化物僅かに含む
しまりなし

4廊 黒縄色浪土(10YR3/2)炭化物僅かに含む

第29図薬師遺跡遺構実測図3

SB07 

調査区の北端、 2，3-4，5Grに位置する。桁行

2問、梁行2聞の柱列を確認したが、残りは調

査区外となる。全体の形は不明だが、側柱建物

と考えられる。規模は、確認できる部分で4.7 

X4.5m。柱間寸法は桁問2.4""""2.1m、梁間2.4

""""2. 1m。主軸はN-24
0
-E。

柱穴プランは円形 ・方形で、径35""""55cm、深

さ15........45cIllを調IJる。東側のP99・234が他の柱穴

に比べ浅いのは、上部の削平が顕著なためと恩

われる。柱痕は確認できず、柱の抜き取り後、

埋め戻されたものと考えられる。 SB06、S

K08と重複する。前後関係は、遺構の切り合

いや出土遺物より、 SB06、SK08、SB

o 7の順と考えられる。
遺物は、P99より古代VI期(9世紀中頃........10

世紀初頭?)の土師器外赤彩内黒椀 (22)が出

土。その他、 P52・53・92・234より土師器片、

P53・89・92・99より鉱津が出土する。

S B 08 

調査区の南西、 4，5-2， 3Gdこ位置する。桁行

3聞の柱列を確認した。残りは調査区外となり、

全体の形は不明だが、対応する柱穴が見あたら

ないので側柱建物と考えられる。規模は、確認

できる部分で7.9m。柱開寸法は2.7........2.4m。

主軸はN-140 -E。

柱穴プランは楕円形 ・方形で、径20........45cm、

深さ30"""" 35cmを測る。柱穴覆土より住植が確認

できる。これにより、柱は径15cm程度と考えら

れる。比較的広い柱問寸法の害1Jに、柱穴 ・柱の

規模は小さし、。 S1 1 0と重複する。遺物は出

土しておらず時期は不明だが、遺構の切り合い

(P237)から S1 1 0の方が古いことが分かる。

2m 3.土坑

SK05 

調査区の南端、 6-4Gd，こ位置する。遺構上部

は削平を受けており、 下底部のみが確認された。

全体の形は不明。規模は残存部分で径115X 110 

cm、深さ 15cm。南東隅で 1段低くなるn 遺物は

出土しておらず時期は不明。

ハh
u
q
J
 



SK05 土111主
1膚 .~色目置土(7， 5YR3/2) に明縄色11土 ( 1 0YR6/6 地山} 少し混じる
鋭化物少し含む

2層 にぶい貨~色緑土 ( 1 0YR4/3) に地山混じる炭化物少し含む
緑色シルト貨1車土(10YR2/1)ブロック状に僅かに混じる

3層 地山ににぶい貧褐色犠土 (10YR4/3)少し混じる鋭化物少し含む
4層 にぶい貧縄色沼土 (10YR4/3)に地山健かに混じる

〈SK07〉 Am k @

(SK05) 001 

A 

B 白

5制 A 一一」一 一 Ag
~天ζ二ニムー_./~3 出

(SK06) 18' 

A A 
SK07 土居鍵
市庖 灰貧褐色11土 (10YR4/2) 炭化物少し含む
2. 1.に明貧縄色峨土 (10YR6/6地山}混じる

下ミトヘャ
SK06 土層住
1層 .~色自由土(10YR3/2) 炭化物少し含む
211 1.と明貧褐色11土 (10YR6/6地山)のj昆層

(SK08) 

7 

。

6，5∞企」

SK08 土111主
1帰 ..褐色犠土(10YR3/2) 炭化物含む
2層 明縄色11土(10YR3/3)に1庖混じる地山ブロック少し混じる
311 1謄と縫色i裏土<7，5YR6/6治山)のj毘膚

。
S=I/40 
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SK06 

調査区の南、 5，6-4，5Gr(こ位置する。 SK05と同様、遺構上部はぬIJ平を受けており、下底部の

み確認された。全体の形は不明、底面は比較的平坦である。規模は残存部分で径125X 95cm、深さ2

Ocm。覆土は炭化物を少し含む黒褐色壌土のほぼ単一層。

遺物は、須恵、器士不A (2)、須恵器片、土師器片の他、鍛造剥片や粒状津を含む多量の鉱棒、輔

の羽口の破片が出土している。須恵器士不Aは、古代u~期 (8 世紀初頭~前半)に位置づけられる。

多量の鉱樺や輸の羽口が出土するが、被熱面が確認されないことや覆土に炭などがそれほど含まれ

ていないことから、鍛治関連の廃棄土坑と考えられる。

SK07 

調査区の南、6-5Grlこ位置する。遺構上部及び東側は削平を受けており、全体の形は不明。規模

は残存部分で径50X 40cIIl、深さ10cllI。遺物は土師器片 1点の他、鉱i宰が出土している。隣接する S

K06とは同ーの遺構とも考えられる。

SK08 

調査区の北、 2，3-5Grに位置する。北東側が調査区外となり、全体の形は不明。規模は残存部分

で径400X280cm、深さ15.......25cm。西|潤と南隅に 1段低くなる部分がある。覆土は炭化物を含む黒褐

色壌土のほぼ単一層。SB07と重複する。SB07の柱穴 (P234)に切られることや、出土遺物

からSK08の方が古いことが分かる。

須恵器士不B身 (6，8，9，10)、土師器小釜 (26)、鍋 (27)など、古代II3""'"皿期(8世紀初頭~

中頃)に位置づけられる遺物が出土する。その他、刀子。 (29)、不明鉄製品 (30)、石錘 (31)、

石帯の丸鞘 (32)、鉱津等が出土している。

第3節遺物
調査区の約半分が削平を受けていることもあり調査面積の割に遺物量は少なかった。遺物は、須

恵、器285点、土師器785点、石製品 ・鉄製品が少量と、鉱津などが出土した。多くがS1 1 0、SK

08からの出土で、 7世紀前半、 7世紀後半.......8世紀前半のものが中心となる。その他、縄文時代、

6世紀前半、 9世紀後半頃の遺物もわずかに出土している。

1.須恵器

1.......3は杯Ao2は底部の破片、 SK06より出土、古代113期のもの。

4は高坪の脚部。底脚で透かしをもっ、坪部の形態は不明。 6世紀前半頃のものと考えられる。

平成17年度の調査においても 6世紀前半代に遡る須恵器蓋昨が出土している。これまでの調査の結

果からは薬師遺跡内での同時期の集落の存在は考えにくいので、近接する矢崎B古墳(6世紀後

半?)など古墳との関連を考慮すべきであろう。

6"-' 1 0は士不B身。8・9は古代113期、 10は古代田頃のもの、 SK08からの出土。

11 ""' 13は罫H蓋。11は口縁部の破片、口径13.8cmo 12・13は天井部の破片、へラ切り未調整。11

.......13いずれも古代 11期、 S1 1 0より出土する。

14.......17は杯B蓋。14・15は天井部にケズリ調整、古代113期のもの。15はSB 0 6 (P45) より

出土する。16・17はつまみのみである。

-38 -



て-「 -y¥ト一一卜ープι主主
ヤ寸孟~ ¥¥ F-， i三三ーミ
¥一」二一;，;1

属、

\こ二ゴ-~ - ， 、=ゴ~ 

~ ~ ~-ヰヨ L_J一三ヨミ
千二一「三三1

20 

ヒヨー-J 24 

21 

l~ ' 子、
22 

戸プ「ェミ F二二二二《
26 

0 10・

S叶/3

第31図薬師遺跡遺物実演IJ図1

-39 -



27 。
S=1/3 

C之こ二コ ζ3 
28 

c=_) 
31 。

ロ O~
。 30 

、『ー←
ー/ 。

32 

。

第32図薬師遺跡 遺物実潔IJ図2

18は椀。金属器を模倣したものだろう。時期は7世紀中頃から後半頃と考えられる。

19は短頚壷蓋。口径13cm、SB 0 6 (P45) より出土。古代田期頃のものか。

20は広口査と考えられる。ロ縁部の破片、口径22clll、時期は特定できない。

2.土師器

21は赤彩椀。内外面に赤彩が施される。古代1I3"'ill期頃のものか。

S=I/2 

10・

5・

22は外赤彩内黒椀。口縁部の破片であり底部は不明、体部下位にケズリ調整が施される。古代VI

期のもの、 SB 0 7 (P99) より出土する。

23"'26は小釜。23は平底で底面に糸切り痕が残る。ロ縁端部が欠損する。古代VI期頃のものだろ

う。24は内面ケズリ調整、外面は調整不明。25は外面ハケ、内面ケズリ調整。24・25ともに S1 1 

0より出土、古代 11期のもの。26は、表面の剥離が激しく調整等は不明。古代1I3期のもので、

SK08より出土する。

27は鍋。口径41cm、内外面にハケ目調整を施す。古代1I3期、 SK08より出土。

-40 -



3.鉄製品

28は鉄線。平面は長三角形もしくは五角形、断面は平である。茎の先端は欠損しており残存長4.

8cm、幅は3.7 COIo S 1 1 0の掘り方土坑より出土、 7世紀前半のものと考えられる。

29は刀子であろうか。欠損しており全体形は不明。断面は三角形である。SK08より出土。

30は不明鉄製品。断面長方形の棒をU字形に曲げたもの。これも SK08より出土する。

4.石製品

31は石錘。5.9X5. 6X 1. 7cm、重さ71g 。両端を打ち欠いている。材質は火山磯凝灰岩。SKO

8から出土するが、薬師遺跡(平成11年度調査区)、今江五丁目遺跡、矢崎宮の下遺跡など、当遺

跡や周辺の遺跡で出土している石錘と同様に縄文時代中期のものであろ う。

32は石帯(丸鞠)02.8X3.7cm、厚さo.7csI。平面は蒲鉾形(半円形)で、断面は台形を呈する。
裏面には2孔l対の留め穴が3ヶ所に穿たれている。材質は珪質頁岩。表面及び側面は研磨されて

いるが、裏面は研磨されていない。裏面の周辺の稜には面取りがされている。SK08から出土す

ることから8世紀前半のものか。

第4節小結

今回の調査では、 7世紀前半の竪穴建物、 8世紀前半・ 9世紀後半頃の掘立柱建物、 8世紀前半

の鍛冶関連の土坑などの遺構、 7世紀前半-----9世紀後半にかけての須恵器 ・土師器の他、鉄製品・

羽口・鉱津などの鍛治関連遺物が確認された。 7世紀前半の竪穴建物から鉄製品や鉱津が出土する

ことから、集落の成立時から鉄製品の生産に関わっていたことが窺える。また、薬師遺跡の性格を

考える上での新たな資料として、石帯(丸鞠)の出土があげられる。石帯は律令制度における身分

を表象するものであり、ある一定のレベノレ以上の遺跡において出土する特殊な遺物といえる。この

石帯の出土により当遺跡の性格に公的な一面も加わることとなる。

薬師遺跡は、 7世紀前半に形成され10世紀代 (12世紀代)まで長期にわたり継続する点、手工業

生産に関連する集落である点、 L字形カマドを伴う竪穴建物の存在など渡来系移民との関連が窺わ

れる点、公的(官街的)な遺物が出土する点など、閉じ月津台地上の南西に位置する額見町遺跡と

似たような性格を持つ集落であることが分かつてきた。薬師遺跡と額見町遺跡は、月津台地のそれ

ぞれ北東端と南西端に、また、木場潟 ・日用川と、柴山潟 ・動橋川とに水系を分けて立地する当地

域の中核的な集落であったと考えられる。そして、弘仁14年 (823年)の加賀立国には、江沼臣や

道君といった加賀地方の在地首長層の経済的基盤を破壊し、地域社会を再編成するという目的があ

ったともいわれており、江沼 ・能美の分郡時の郡境が、地形的なまとまりである月津台地の北端で

はなく、ちょうど薬師遺跡と額見町遺跡の聞を分断するように設定されることも、江沼臣の重要な

経済基盤である手工業生産域の分割を示すものではないだろうか。

最後に、周辺の地形と薬師遺跡の遺構の分布 ・変遷を見てみよう。薬師遺跡は、西に位置する薬

師山(現在は消失)と、東に広がる木場潟周辺の低湿地に挟まれた台地の縁に立地する。木場潟は

今江潟、梯川とつながっており水運の便に富んだ場所といえる。この水運により木場潟を挟んだ対

岸や日用川|流域に分布する製鉄遺跡群へのアクセスも容易である。南北に細長く分布する集落域は、

木場潟から入り込んだ谷部により大きく南北に分かれる。また、谷部の北側の区域は地形的に、薬

師山の北東部と南東部に分けることができそうだ。

南側区域では、 7世紀後半の竪穴建物、時期不明の掘立柱建物などが検出され、 7世紀後半から
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9世紀代の遺物が出土することから、北側区域より少し遅れて集落が展開するようである。北側区

域(薬師山南東部)は、発掘調査の件数も多く遺跡の内容がある程度把握されてきている。 7世紀

前半のL字形カマドを伴う竪穴建物、 7世紀後半の竪穴建物、 8世紀前半の掘立柱建物、 9世紀後

半の掘立柱建物、 7世紀後半の鍛冶関連の土坑などの他、 12世紀頃と考えられる掘立柱建物も確認

されている。遺物は7世紀前半から9世紀後半 (10世紀代?)にかけてのものが出土する。確認さ

れた遺構 ・遺物より、初期の集落がこの区域に展開することが分かる。北側区域(薬師山北東部)

は、現在のところ発掘調査は実施されておらず状況は不明だが、平成13年度に実施した試掘調査に

おいて8世紀後半の遺物が出土している。

7世紀前半、それまで、墓域だ.った月津台地上に集落が形成されはじめる時期、薬師遺跡において

も、薬師山の南東、谷部の北の区域に初期の集落が展開する。この集落は、渡来系移民の集落であ

り、製陶・製鉄など手工業生産に関連した集落であったようだ。(出土遺物や立地からみると、ど

ちらかといえば製鉄遺跡と関連するように感じる) 7世紀後半から 8世紀前半には、月津台地上の

他の集落と閉じく盛期をむかえ、谷部の南側や薬師山北東部にも集落域が拡大したと考えられる。

その後、 9世紀後半 (10世紀代?)まで継続し衰退する。

また、 12世紀頃の掘立柱建物も確認されており、額見町遺跡や刀何理遺跡と同様に集落の再興が

見られるが、それ以降の動向は不明である。おそらく、丘陵部の製鉄遺跡群の終駕とともに姿を消

してゆくと考えられる。

ト、

取図中の旧地形の概略については『今江主T目遺跡』図3御幸野台地のl白地形 (2000小絵布教育委員会}を基に作成した

第33図薬師遺跡周辺の地形と遺構の分布 (S=1/4.000)
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遺物観察表凡例

l.寸法について く南加白地域市代編年制hとl材作代制)
口は日係、底は底結後、高は~i合i、合は両手t俗、台自宅 lま * ( )書きはr.:II:'II，~-11!資円

高台高、五~，立脚滅的係、総はつまみ然、紙同はつまみ高、

T剣士矧宮ß~.宅、頭苅は鎖宮ß尚、 nr.lは月|柑11径、残長は残(f長を

ポす。

2.色調 ・焼成について
色調については、 J:探求凶iの中で主体を占める色調会『新
版 4葉市 lて色帖~ (農林水産省J~~林水産技術会議事務局監

修 ・財I司法人日本色彩研究所色孫1制的に議づき、その
表示)it去に従って示した。

焼成は k器の焼J，x具合を、燐き締まりの強い順から、 F童
数一良好一良一不良の4段断で，iミした。

3.時期について
間嶋明人氏の北陸肯代土~g:編年制 (mll忠明人 1988 r ，，，. 
i¥;;土2詳細長手!jiiliの設定JWシンポジウム北陸古代 t総研究の
現状と政組{銀特編)JJ)に法づいている。
また、この制!p紬に対するJtf年代観(，/;1<:)は望月中高司
(小松11，教育委日会均級文化財調査宅)の考える暦年代

俄である。(W額見附T遺跡目』小松IIi教育委員会 2007)
須恵6，~ . 土師~~のH半期の1'I);<Eは望月精 ú)が行った。

4.その他
石製品の材質の事Jil:は宮悶明{小4公市教育委員会組放

問絡調4年 理且~~良
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新開l

V 1)聞
V 2)91 

VIII明
山段階

¥'12J明 中段階
新I世F庁
山政問守

\~ 3J!Il 中段附
tlif苛r，w
、11I JUI .!i段断
m段隙

叩:lJUI 古 JUI
続期1

中1IJ明
中1-11 1 J!l1 

耐力H賀窯跡IIH重量量 能虫色鰍歯車lIf楳謙 J替年代観
<i'r.lt泌山 I~;京1 (+) 71!1-紀前学
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7111紀3/11間
金!t蹴IIJ7-2り。詰
) 'fn/.;， ~t-こヶ庇~ ~; ~忠

相~I吐[\ -I ~}~ 

!桂樹2Wt 撤I~八 J 2 ~}~官 711UlWll師
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/'1判事サ~ . ¥illill向1117型:
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lllltl己中処
-121't紀初瑚1

文化財調倉本)が行った。 w頒見聞l遺跡日JJ(小松市教育委只会 2007)より転戦

信号 出土位置 ヰ盈日1) 器種 寸法 (crn) 1"J1"(千 色調 焼成 時期 備考
表採 須殆(i!~ JifA ロ13.9 1/36 2.5Y7/1 灰白 良
2 SK06 須恵、器 t不A 底6.8 1/3 5Y7/1灰白 E走 II3 
3 長採 須m探 士不A lほ9.0 1/4 lOYR7/1灰白 良好 Nl~ J\'2合
4 言受採 須恵、4:5向上不 )jI;4.1 7.5Y6/1灰 良好 6c前
5 2・5Gr 須必(器 盤八 口13.9尚1.7 1/12 2.5Y7/2灰黄 良 Vl2 
6 ::>K08 須:ffi、総 TFs身 口14.8 1/6 N6/1灰 良好
7 3-5Gr 須恵、総 上不B身 ロ12.8 1/2 2. 5Y6/1 ~灰 良好

8 SK08 須王宮、犠 士不8身 台8.7台高O.7 3/5 N5. 5/1灰 良k干 n3 
9 SK08 須窓探 1不8身 台9.2台高O.5 1/2 7.5Y6/1灰 t誕生T lJ3 
10 SK08 須忠告詩 士干B身 台10.0台高0.5 1/4 N5/1灰 問宅徽 皿?

11 5110 須恵~ 杯lJ益 (113.8 1/7 2. 5Y7/1 I天I'l 良 11 
12 S110 須恵骨量 会fH主主 5R6/1 1天 良好 11 
13 ST 10 須忠告号 Jifトl議 7.5YR7/4 rζぶb、将 不良 1 1 

14 2鳴 5Gr 須}J!:<.~ 杯B益
口15.0高2.7総2.7 

1/2 2.5Y7/1灰白 良好 113 
総高O.5 

15 
SB06 

須恵器 t不B蓋 口14.0 1/12 N6/1灰 良好 日3
(P45) 

16 6-4Gr 須恵6~ 杯s護 和t3.3級副O.7 7.5Y6/1 灰 良好 日3
17 ~採 須;忠告号 t不B蓋 紐3.0総i出1.3 N6/1灰 良 N 
18 4-2GI" 須恵苦器 続 円9.2 1/7 問/1灰 良好 7c巾~後? 令属2号機(般

19 
5806 

須忠~J 短鎖塗主主 ロ13.0 1/12 IOYR6/1灰 良好 血?(P45) 

20 3-5Gr 須恋、1r.-f広口壷? 1122，0 1/7 5Y5.5/1灰 良主1・
21 2-5Gr tて師捻 JJ~彩椀 I-J 12.9 1/7 2. 5YR6/6俄 良 Il 3~ 1Il ? 内外面赤彩

22 
S807 

土師i*
外ぷ彩l村

口13.2 1/7 5Y1<6/6綬 良 W 
(P99) 県椀

23 
PI09 

土師器 !j、室主 顎11.0胴12.8.0:1:.6.0 2.5YR5/3 rこぶい俊 良好 VJ (3-5Gr) 

24 SIlO 十.師苦言 小後 口12.0矧11.0 m高1.6 1/7 7.5YI<7/6際 良 1 1 
25 S110 七師~~ 小釜 ロ16.8類15.3鎖高2，3 1/18 7. 5YR7/4にぷい俊 良 1 1 
26 SK08 上師器 小釜 口15.2額14.2額高1.9 1/9 2.5YR6/4にぶい棺 良 113 
27 SK08 土自:in音量 f品 ロ41.0鰯37.0 1/7 7.5YR7/4にぶい械 良 日3

第13表薬師遺跡遺物観察表 1
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報告書抄録

ふりがな こまつしないいせきはつくっちょうさほうこくしょ 4

司電 名 小松市内辿跡発抑liill，l1f十世作詩IV
両IJ 名 戸向上シンブザワ遮跡 ・ ~I~間後山明神 4 号憤・薬師遺跡

巻 次

シリーズ名

シリ ーズ若干号

編著-/:i'A'， 反下義視 -XJ木信ー

編集機|剥 石川県小松rli教育委μ会
所 tr: 地 丁923-8650 石川県小必市小馬出町91接地 TEI. 0761-22-41 1 1 
発行年月Il 2008年 3月281:1

ふりがな ふりがな コード
~t緯 JR終 部1食期I1tl 調it而服 調脊j瓜因 l

所収遺跡~ 所配地 市町村辿ー跡務号

1: -1 361.立 136度 1999.10. 19 
凶作シンブ t、L泊otJItん::.tっしと1'S14ま111ちT IIAt、L主む

19分 26分 100 rrf 記録保存
サ'ワ辿ゐ‘t湖t.' 、 石川県小怯di戸 ・林町 17203 03007 

54秒 17秒 2000.03.23 

Uh世れJ与た間えうヴL後じろんや山.t 36度 136度 2000.08.01 ~U井作 rJl
いLかわけん-t っ \.11 ね~. t.1')

20m' の主体部
明ごう神。、人

AiJIJ県小必市Jlqい|町 17203 03242 24分 31分

4&墳 17秒 09秒 2000.08. 11 発見

36度 136!Jt 2006. 04. 24 
柴令〈師L遺い1t跡s 石いi川h.l県a吋小ん二松tっ市し矢ゃy崎t<主町ら

17203 03138 21分 26分 350 rrf !汗常Ii建設

57秒 2M::T 2006.06.08 

所収遺跡:1r ;fIf(別 主な時代 tなi立構 主な造物 特記事項

j-I沖シンブ
製鉄則ト 、|仁宏

製鉄;);Ji 鉄浮、が盤、家11.1.::;:潟、上附

ザワ追跡 排浮J$;~ ~ 

~約
一部削'f-. !費，liLを受けていたが、製鉄炉 1:越とそれに伴う~)I:j宰場を検出した。 l時期は山上七探

や周辺遺跡の級相から、 10世紀前半頃に位置づけられる。

所収泣跡~ 結局11 主な11寺代 ヤな遺構 七な造物 特記事項

h夜間後111
占的 凸.tft

t休部 須忠総、 上師時、鉄))、鉄

明神4号1凶 J~I高ì/t'i. S族、鉄斧、刀子、櫛、臼玉

1:!約
全体的lの大部分は削平されていたが、出|て辿物状況等によりその範聞を推定できた。 また周溝

検出により、出径約19mの11I頃と判断された。j1j債のH寺期は51吐紀後?と考えられる。

I苅収遺跡名 事問IJ 主な時代 主な逃構 主な遺物 4.'i'記事1貨

議長 I~i!î遺跡 集務 11~応~平安
竪火建物 須忠f.:?、 七I':rn器、鉄皇族、石
挑J1立住述物 ffi; (丸鞘)

~約
71旦・紀 I~Íj、いから 9 1 11:紀後半にかけて'I~止まれた集修跡。 鍛治関連遺物の出 1:より、鉄製品の生産

に|民1;虚した集端であることも推測できる。
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